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１　題　　材　　たしざん（１）

２　指導計画（総時数13時間）

３　本　　時（５／ 13）

　⑴　目標

　　　増加の場面も加法の式に表せることを理解し，答えを正しく求めることができるようにする。

　⑵　評価規準

　　　増加も加法の場面であることを理解し，式に表すことを理解している。

【数量や図形についての知識・理解】

　⑶　指導に当たって

　「つかむ」段階では，場面の様子を想像して，かもの数がもといた数より増えていることに注

目させたい。

　「見通す」段階では，「これまでに学習したことで何か使えないかな。」など発問し，おはじき

やブロックを使って表現したことに気付くことができるようにする。子どもたちが入学して間も

ないので，ある程度共通の見通しがもてるように配慮する。

　「見つける」段階では，これまで学んだことを活用していることに対して価値付ける賞賛をし

ながら指導を行う。戸惑っている子どもには，解決するヒントを与えたり，助言を行う。

　「磨き合う」段階では，学習問題をどのように解決したかを確認し，同じ加法でも意味が違う

ことに気付かせ，増加の問題の意味理解を深めさせたい。

　「振り返る」段階では，学習したことが成り立つかどうかを確かめたり，定着を図るために摘

要問題に取り組ませるなどして理解できるようにする。

授業Ⅰ

１年２組　24名　指導者　　池　元　雅　規

算数科学習指導略案

　本授業では，以下の検証を行うものである。

　子どもたちの日常にあるようなものを学習課題として提示し，比べるという思考スキルを利用す

ることが増加の場面も加法の式に表せることを理解することに効果的であるか。
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　⑷　本時の展開　　　　　　　　〔　〕子どもの意識　　　　　　 指導の手立て　　※評価
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